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瑞穂市立生津小学校 子ども達の安全なネット利用のために １０月２８日（木）     講演会型 

〇感染対策 広い会場 消毒 体温測定等  
・杉江さんは、瑞穂市市民安全対策監として8年目  
元警察官 青少年に関わる仕事が多く経験豊富 

・現在、子ども達のＳＮＳの安全な利用について、児童、職員に対しての指導を継続的   
に行っています。 

★講演内容： 
●警察で勤務した経験を活かし、今の時代に合わせて青少年の犯罪や被害につ  
いてのお話 

●正常な世界から、ネットでダイレクトに異常な世界へ 
・以前は、非行は段階を踏んで進んでいく事が大方であったが、現在はネットでダイレクトに事件や非行につながる。 
・子どもは相手から誘われると普通に会うつもりで心の準備がない。一方、相手の大人は最初から会うこと以外の意図がある。 
・ネットは東京だけでなく、世界中どこでもつながる可能性がある。 
●気になること 
・子どもを妄信する保護者。・子どもより自分の人生を優先する親 
●小学生に話した内容 
・いつでもどこでも使えるLINEやスマホをどの様につかっているのか 
親と話をする。 

・神待ちサイト（家出の子が利用する出会い系サイト） 
・普通に見えるサイトが危険、ネットで知り合った人と会わない。 
・児童が自分で自分を撮影した写真を送ることが多くなっている。 
●保護者に伝えたいこと 
・児童買春事案は高止まりである。 
・被害にあっても、被害届を出すことが嫌でためらってしまう。 
・児童自身の心も体も被害に遭っているが、その認識がない。 
●小学生のＳＮＳの被害が多くなっている。 
・フィルタリングにより、必要なもののみ見せる。  
・親は子どもにスマホを渡したら、そのまま放置している傾向がある。 
・最近は、ゲームをネットにつなぎ、その中で連携を取りながら同じ目 
標に向かって協力するようなオンラインゲームが多い。 

・子どもと一緒にゲームをしてみる。子どもの興味に関心を持つ。 
・オンラインゲームは、親が見ている前で行うようにする。 
・ペアレンタルコントロールを利用する。 
・自分の子どもに、大切な存在であるという気持ちを伝える。 
・困ったら警察に相談できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県環境生活部  
 環境生活政策課 
家庭教育推進専門職：河野   
（℡058-272-8752）  

子どもや保護者を守る熱い思いが伝わってきます。 

●保護者の感想 
・本日はありがとうございます。特に印象に残ったのが、実際に SNS やインターネットから犯罪へつながってしまった事例です。
あまり身近にはない話だったので、これから成長していく子どもたちが大事な存在であることをしっかり伝え、未然に犯罪に巻
き込まれないようにし、万が一巻き込まれたときに親としてしっかり対処できるようにしたいと思いました。ゲーム・携帯を手にし
たときはフィルタリングの実施など親の目が届くところで使用させる等できる限りのことをしたいです。 
・オンラインゲームを頭ごなしにダメと言っていたので、「一緒にやってみる」とおっしゃったことにハッと気づかされました。やっ
ぱり言うだけでは伝わらないことがあるので、帰ってきたら一度一緒にやってみようと思いました。 

講師：瑞穂市市民安全対策監 
杉江 功 氏 

●コメント 

講師が警察官時代から青少年に関わっていることから、子どもが被害に遭わな

いために、子どもの目線でのお話があり、具体的な事例を基にされていることで、

保護者も危機感を感じることができています。児童や先生方にもお話をされている

ことから、ＳＮＳの被害をなくしたいという熱意が感じられました。 

保護者の感想にもあったように子どもがゲームでどんなことをしているのかを

知るには、一緒にゲームをするというお話は納得で、具体的な方法だと感じまし

た。 

被害にあわないために 

１／６ 



羽島市 はしま子育て支援チーム 発達障がいのある子への具体的な対応について 10月27日(水) 
1 
 
 
 
 
 
 
 
 
★講演内容 
資料を基に、障害のある子への対応のお話をされました。 

●重要なこととして 

◎タイムスリップ現象 過去にイヤだった経験をあることをきっかけに思い出し、泣き出したりパニックになったりすることが

あります。こういったときに「どうしたの？」と聞かないで、ただそばにいるか、抱っこしてスキンシップを大事にしましょう。 

・一人でいられる場所や職員室で静かにしていて、泣き止んだらほめてあげることが大事。 

・遊びの中に入りたくても言えなくて、嫌なことをしたりするときは、「入れて」「あそぼ」と言ってみようと助言する。 

 子どもの立場、気持ちを汲み取ることが大事 

●講話の後は「子どもで気になることはないですか？」と相談の場面へ 
子どもが男の子3人 真ん中の子の扱いについて質問。 
★三神先生より：「真ん中っこ」というものがあります。 
・お兄ちゃんは初めての子で何もかもよく観られている。下の子は小さくてか 
わいいと注目を浴び、真ん中はあまり見られていない不満があるのですが、 
親は気付きにくいのです。 
・夜尿症がいつまでもある確率も高い。 
・絵本を読む順番も気になる場合もあるので、日によって今日はお兄ちゃんか 
ら、今日は真ん中から、と言うように平等に進めます。 
・1対1の時間が必要で、親から真ん中の子に「あら可愛い！抱っこさせて」と 
言って抱っこして、愛情を注いでいるサインを送る時間も必要です。 

◎経験者より、抱っこや父親による相撲も大事。ハイタッチで触るのもよい。 
・アカゲザルを使ったハーローの実験。愛着形成においてスキンシップの重要性 
◎イヤイヤ期：糸電話の利用で、話す・聴くの役割を明確にできます。 
ルールのある遊びが有効です。自制心が身につきます。 
質問：小さい子に性に関する興味がある場合どうしたらよいか？ 
「コウノトリがはこんだんじゃないよ！」という絵本を紹介されました。 

 
 
 
 
  
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講演会型・子育てサロン型 

コメント 

子育て中の方が楽に参加できる

ように、託児ができる環境がありま

す。学びだけでなく、気になること

わからないことを話すと必ず答え

が返ってきます。専門家や経験者が

いることで安心して聞けるという

事、雰囲気があたたかく居心地もよ

いです。 

この活動を毎月行い 13 年目に

なります。主任児童委員・民生委員

さんによる会ですが普段から家庭

や子どもに関わられているという

姿勢が継続されていて素晴らしい

ですね。 

文部科学省が示している家庭教

育支援チームに該当するのではな

いでしょうか。 

●参加者の感想 
ここで話せてよかった。自分だけじゃないと安心しました。お母さん同士のあ
るあるもわかり、子育ての本をもらって読むこともあります。三神先生の回答に
は専門的な知識、引き出しが多く、安心します。 

はしま子育て支援チーム： 

2010年、児童センターと協賛でボランティアが中心になり、子育て世代の悩

みを聞きながら支援をする会を立ち上げました。三神先生が毎回講演されて家

庭教育の具体的な関わりについて学べるようになっています。主任児童委員・

民生委員が参加し、親子への支援が強くなりました。毎回親子での参加者があ

り、学童保育の指導者等も参加し、子どもに関わる学びのお話が月1回盛んに

行われています。 

講話の資料 

案内 本日の会の最後に、次回の話
題について 
「兄弟関係の特性」にしましょ
うと話が進みました。その時の
興味に対応できる柔軟さがいい
ですね。 

２／６ 

講師：修文大学幼児教育学科  

教授 三神 廣子 氏 



本巣市立席田小学校 「わがやの小さなＨＡＰＰＹ」在宅取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

３／６ 

コメント 

平成 21 年に設立された「席田っ子を育てる会」では、東日本大震災を教訓

に、下校中に地震が起きたことを想定して地域の公民館や神社へ児童が避難す

る「命を守る訓練 地域型」を続けられていると聞きました。この会には自治会長

さんも参加されています。登校中の挨拶にも取り組まれていて、学校・家庭・地

域のつながりを大事にされているのがわかります。 

この活動があるから、「わがやの小さなＨＡＰＰＹ」の取組には地域の「公民

館の花だんの草取り」といったことも思いつくようですね。 

家庭教育への取組が、地域ボランティアに発展していく一つの形のように感

じます。 

 

席田小学校は毎年1家庭1ボランティアの活動を「わが家の小さなHAPPY」と
して取り組んでいます。この取組は「席田っ子を育てる会」の活動としても実施さ
れています。 案内 

◇家の人から一言◇ 
地区の花壇がいつ見てもきれいな状態に保っていられま
した。 

公民館の花だんの草取り 

４～６年生用 

感想：夏は草を取っても次か

ら次へと生えてきました。毎

回きれいになるたびに何か

を植えたいなと思いました。 

１～３年生用 

お手伝い 

◇かんそう◇ わたしがお手伝いをすると家族が「ありがとう」と

言ってくれてうれしいので、わたしは、毎日いろいろなお手伝いを見

つけてがんばりました。 

◇おうちの方から◇ 自分からお手伝いを見つけてくれたり、「何かな

い？」といつも気にかけてくれて、たくさんがんばってくれてたくさ

ん助かりました。ありがとう。 

★席田小 家庭教育8か条 
集められたカードを使って校内掲示がされています。 

このカードは、まさに「話そう！語ろう！わ
が家の約束」運動そのものですね。 

PTAでこのように大事にしたい内容を
示すというのは、子どもをみんなで育てよ
うといった意識が強いのだと感じます。 



岐阜市立長森中学校 「話そう!語ろう!わが家の約束」運動 在宅取組その1 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

このようなカードです。 

中の文字は例として入れました。 

４／６ 

成人教育委員長さんが中学

生が取り組める内容について

県の家庭教育のホームページ

を調べられました。その中で、

令和2年度の「家庭教育学級

の取組紹介」で多治見市立南

ヶ丘中学校の取組があること

が分かり、R2年度の東濃地区

の家庭教育応援通信も見てそ

の詳細も確認しました。親子が

それぞれ約束を決めて取組自

己評価もできる内容が気に入

ったので、カードをそのままに

利用しようと考え、案内文を作

成しました。 

482人分ものカードが提出

されました。 

集計は少人数で行ったそう

です。グラフ化もされ大変な作

業だったと思います。報告の方

法も研究されたそうです。 

親に言われたら
すぐに反応する 

案 内 

1日5分以上、
子どもと話す 

前よりもお父さんの
方から話をしてくれ
たのでうれしかった。 

約束を決めるところから話ができ、話
す機会が増えて、よい雰囲気ができま
した。これからも続けたいです。 

30 70 30 50 

この目標を決めた後、
会話が増えて楽しかっ
たよ。 

親子で約束を決めるところが楽しかったようです。お互いに評価できる良さもありますね。ま

とめの通信も見やすく、代表的な約束と言葉があり、雰囲気が良く伝わります。ホームページを

ご覧いただき、研究された成果が出ていると思います。 

良いものはそのまま利用する方法。いいですね。成果が出ているので安心して取り組めます。

ぜひやってみてください。岐阜地区はわが家の約束運動の実施１００％に取り組んでいます。 

委員長さんはオリジナルの取り組みも考えられました。次のページをご覧ください。 

子どもから 保護者から 

案 内 



在宅取組その２ 親子で学ぶマネー講座 楽しく学べます。現在取組中です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コロナ禍だからこそ、つながろう、家族。 つながろう、保護者。 

今こそ、約束運動 全学校・全学年の取組実施 

１００％を！  （類似の取組を含めて） 
 

〈長引くコロナ禍による影響〉                 

  新型コロナウィルス感染症拡大前に

比べて、保護者同士が直接会って交流

する機会は減少しています。そのため、

「子育て（孤育て）」の不安や悩みが膨

らんでいるのではないかと思いがあり

ます。このような状況だからこそ、多くの

人が「家族」や「社会とのつながり」を

より強く意識するようになりました。 

家庭教育学級に「話そう！語ろう！わ

が家の約束」運動（在宅取組）を取り

入れることで、親子のコミュニケーショ

ンの機会や家族の話題が増え、実践の

交流を通して保護者どうしが学ぶこと

ができます。 

「約束運動宅配サービス」などを利

用して、実施１００％をめざしましょう。 

※ 上記のチラシが私立、大学附属を含む、県内全小中学校、全学年に配布されて

います。参考にしてください。 

 

成人委員長さんは、子どもたちに将来に向けて、お金に

ついて意識を高めたいという願いがありました。できれば

家庭教育学級で岐阜大学 教授 大藪千穂氏の「人生設計

ゲーム」をやってみたいと思っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、今年は集まっての会が難しい状況でした。在宅で

学べるものがないかとネットで動画視聴して探しました。動

画は1分から2分の短時間ですぐに観られるものを2つ

選びQRコードもつけて、載せてあります。 

さらに調べると、県庁に岐阜県金融広報委員会（県民が

「健全で合理的な家計運営」を実現していくために多くの広報・学習

支援活動をしています。）があり、担当者に相談しました。ライフ

プランに利用できる色々な資料や本が提供できることが分

かり、委員長さんが窓口になって募集をすることもされてい

ます。   

今年のように制約がある中でも願いをもって、独自の取

り組みを考えられています。 

★人生設計ゲーム 

 小学校高学年からを対象とした教材「人生設計ゲーム」です。２

０代から寿命まで，１０年ごとに結婚や出産など自分が望むライフ

イベントを選び，発生したお金の収支を計算。さらに，事故や相続

といった突発的なライフイベントのカードも無作為に引きます。こ

のように現実に起きる出来事を盛り込み，リアルに人生やお金に

ついて考えることを目的としています。 

 

案 内 

５／６ 



 
 
 

 

コロナウイルス感染症まん延のため、家庭教育学級が行えず、困っていませんか？ 

「話そう！語ろう！わが家の約束」運動なら、今からでも、らくらく開催できます。 

「お電話・メール１本」で下記のおまかせデータの他、 

ご希望のデータをまとめて送付します。 

※  

※  

※  

※  

※  

※  

 

 

※  

※  

※  

※  

※  

 

 

※  

※  
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約束運動 宅配サービス 

おまかせデータ１ 

親
子
の
絆
づ
く
り
・

ル
ー
ル
づ
く
り
の
た
め

の
い
ろ
い
ろ
な
取
組
例

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

３つの実践カード（幼児・小学

校・中学校別 全７種類） 

 わが家の約束実践カード 

 １家庭１ボランティアチャレン

ジカード 

 親子一緒にチャレンジカード 

おまかせデータ３ 

案内文は園や学

校の実態に合わ

せて修正できま

す。（ワード文書） 

思いを伝えいっしょにやりきろう 

子どもへ伝わりやすい言葉と

「話そう！語ろう！わが家の約束」

運動の取組方法が分かります。 

（YouTube限定配信 ８分２５秒） 

取組み方の説明動画QRコード付き案内文 

 

岐阜県 環境生活政策課 家庭教育担当 河野    

TEL：058－272－8752 (直通) (県庁内6階) 

Email：kono-kazuhiko@pref.gifu.lg.jp  

 

お電話、メールは、 
こちらまで 

案
内
文
を
修
正
し
て
、

印
刷
し
て
、 

配
布
す
る
だ
け
！ 

取組の参考メニュー 

園や学校と相談し

て、子ども一緒に楽

しめる活動や生活を

高める約束を選びま

しょう。それぞれの

ご家庭に任せても 

ＯＫ。 

発達段階に応じた実践カード 

ご
要
望
に
応
じ
、
修
正

し
て
送
付
し
ま
す
。 

おまかせデータ２ 

通信7号に載せたものを再度載せました。冬休みにはぜひ約束運動を実施しましょう！ 


